
　令和7年7月末日現在、103病院が宣言され、認定取得に向けて勤務環境改善への取組みを開始されています。
　宣言書は、随時受付中です。未宣言の病院は、まずは「いきいき働く医療機関宣言書」をセンターに提出しましょう。

いきいき働く宣言医療機関 （令和7年7月末日現在） ※表示はセンターへの宣言書到着順

〜勤務環境改善で人材確保・定着へ。
改善に向けてまずは宣言を！〜
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「いきいき働く医療機関宣言」 受付中！

京都医療労務管理相談コーナー
TEL 075-354-8844　FAX 075-354-8834

京都府医療勤務環境改善支援センター
TEL 075-354-8830　FAX 075-354-8834
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月曜日～金曜日（土日祝日、年末年始を除く）９時30分～ 17時30分
COCON烏丸８階（京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地）
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「京都いきいき働く医療機関認定制度」
¥¥～より働きやすい働きがいのある職場を目指して～
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いきいき働く認定医療機関（基本認定：令和7年7月末日現在）
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　当センターでは、平成29年1月から「京都いきいき働く医療機関認定制度」を開始しました。
　職員一人ひとりがいきいきと輝ける職場づくりに取組むことを宣言し、勤務環境改善に取組む病院をセンターが認定します。
　本制度により、自院の勤務環境における課題が明確になり、認定取得に向けた取組みを通じて職員のモチベーションを高め、さらには認定
取得により働きがい・働きやすさを広くアピールすることで、人材確保・定着に繋がります。
　センターでは、現在、下記の53病院を「いきいき働く基本認定医療機関」に認定しています。基本認定に必要な50項目が達成できましたら、
センターへ申請いただき、センターによる実施確認、認定審査会での審議を経て認定します。まずは取組みの初めとして宣言書をセンターにご
提出いただき、その後、基本50項目が達成できましたら、センターへ申請をお願いいたします。
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　京都府医療勤務環境改善支援センターでは、平成29年1月より、働きがいのある、働きやすい職場の実現に取組む医療機関
を認定する京都府独自の取組みである「京都いきいき働く医療機関認定制度」を開始いたしました。
　当制度を通じて、医療機関の経営トップをはじめ、幅広いスタッフが「医療スタッフの安全と健康は、患者の安全と健康を守る」
という共通認識を持ち、医療の質の向上のために職員一人ひとりがいきいきと輝ける職場づくりに取組むことを宣言し、当セン
ターによる認定取得に向けて取組んでいます。
　令和7年7月末日現在、103病院が宣言書をセンターに提出し、基本認定取得に向けて取組みを開始され、その内、53病院が
基本認定を取得されています。まずは取組みの初めとして宣言書をセンターにご提出いただき、その後、基本50項目が達成でき
ましたら、センターへ申請をお願いいたします。

京都いきいき働く医療機関認定制度
～より働きやすい働きがいのある職場を目指して、

　勤務環境改善に取組みましょう～

当制度に取組んだ病院からの意見
❶ 勤務環境改善マネジメントシステムが導入しやすくなった。

❷ 着実にステップアップでき、継続的に取組むことができた。

❸ 改善に取組んだことが認定という形で評価され、全職員に取組む意欲が湧いた。

京都いきいき働く医療機関認
度

定 制働きがいのある、働きやすい職場づくりが医療の質・経営の質向上につながります。

認定取得のメリット１．勤務環境改善の取組みが活性化・定着し、人材の確保・定着、医療の質向上、患者満足度の向上、

　　経営安定化につながります。

２．勤務環境の向上に努める医療機関として京都府医療勤務環境改善支援センターが積極的に公表・広報し、

　　医療機関のイメージや知名度が上がります。

３．採用活動や広報活動等において認定マークが活用でき、自院をアピールできます。

４．現任職員が認定医療機関であることに誇りを持ち、定着のモチベーションになります。

宣言医療機関へのサポート１．京都府医療勤務環境改善支援センターの勤務環境改善推進員、社会保険労務士が取組みをサポートします。

　　お電話に加え、訪問によるサポートも可能です。

　　センター内に相談スペースもありますのでお気軽にお立ち寄り下さい。

２．京都府医療勤務環境改善支援センターが主催する研修会、ワークショップにより、勤務環境改善のために必要な

　　知識や取組みが学べます。

３．厚生労働省の「いきいき働く医療機関サポートＷｅｂ」

　　（いきサポ）で勤務環境改善に役立つ情報が得られます。

　　勤務環境改善に取組み、成果を出している医療機関の

　　事例も紹介されています。「こんな事例はないかな？」と

　　思ったら、所在地や病院の規模などで検索が可能です。

京都府医療勤務環境改善支援センター　

　　〒600-8411 京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地 COCON烏丸 8階

　　tel.０７５－３５４－８８３０　fax.０７５－３５４－８８０２

　　e-mail．support@khosp.or.jp

いきいき働く医療機関サポートWeb

http://iryou-kinmukankyou.mhlw.go.jp/

■医療従事者確保・定着のための経営・勤務環境改善研修（計３回）

■京都府医療勤務環境改善支援セミナー・ワークショップ（計３回）

過去の例

〒600-8411 京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地 COCON烏丸 8階

tel.０７５－３５４－８８３０　fax.０７５－３５４－８８０２

e-mail．support@khosp.or.jp

URL．https://www.khosp.or.jp/support/

法人としては、府内に複数の医療機関を経営してい

るが、全ての医療機関が認定基準を満たさないと、

認定を受けることができないのか？

Ｑ１

いいえ。医療機関単位で宣言や認定確認の申請を

していただくことになります。

Ａ１

当法人は、すでに認定基準を満たしていると考え

ているので、宣言せずに、すぐに認定確認を申請

することはできるのか？

Ｑ１

いいえ。すでに認定基準を満たしていても、まず、

「宣言書」を提出していただくこととなります。

ただし、宣言書と認定確認申請書を同時に提出し

ていただくことは可能です。

Ａ１

よくある質問（FAQ）

京都府医療勤務環境改善支援センター

京都府医療勤務環境改善支援センター（運営受託：一般社団法人京都私立病院協会）

Smile
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　以下のいずれにも該当する事業主が対象です。
なお、選択する成果目標に応じて、下記1～3以外にも要件が設定されて
います。
　詳しくは「働き方改革推進支援助成金（業種別課題対応コース）申請
マニュアル」をご参照ください。
1．労働者災害補償保険の適用を受ける医業に従事する医師が勤務す
る病院、診療所、介護老人保健施設又は介護医療院を営む中小企
業事業主（※1）であること。

2．年5日の年次有給休暇の取得に向けて就業規則等を整備している
こと。

3．交付申請時点で、36協定を締結していること。 など
（※1）中小企業事業主の範囲

以下のいずれかの要件を満たす企業が中小企業になります。
・資本または出資持分が5,000万円以下
・常時使用する労働者が300人以下

業種別課題対応コース（病院等）の助成内容

▶ 対象事業主

❶ 労務管理担当者に対する研修（※2）
❷ 労働者に対する研修（※2）、周知・啓発
❸ 外部専門家によるコンサルティング
❹ 就業規則・労使協定等の作成・変更
❺ 人材確保に向けた取組
❻ 労務管理用ソフトウェア、労務管理用機器、デジタル式運行記録計
の導入・更新（※3）

❼ 労働能率の増進に資する設備・機器等の導入・更新（※3）
（※2）研修には、勤務間インターバル制度に関するもの及び業務研修も含みます。
（※3）長時間労働恒常化要件に該当する場合は、パソコン、タブレット、スマートフォンの購入

費用等が対象となります。詳しくは申請マニュアル等をご確認ください。

▶ 助成対象となる取組 ～いずれか1つ以上を実施～

▶ 成果目標

　以下の「成果目標」から1つ以上を選択の上、目標達成を目指して「助
成対象となる取組」を実施してください（※4）。

❶ 月60時間を超える36協定の時間外・休日労働時間数の縮減
❷ 年次有給休暇の計画的付与制度の新規導入
❸ 時間単位の年次有給休暇制度と、交付要綱で規定する特別休
暇を1つ以上新規導入

❹ 9時間以上の勤務間インターバルを導入
❺ 「医師の働き方改革の推進」の実施（※5）
（※4）上記❶から❺の成果目標に加えて、指定する労働者の時間当たりの賃金額を３％

以上5％以上または7％以上引き上げることを成果目標に加えることができます。
（※5）以下アとイを全て実施する必要があります。なお、実施事項の詳細は申請マニュア

ルをご覧ください。
ア（ア）労務管理責任者の設置と、責任の所在とその役割の明確化
（イ）医師の副業・兼業先との労働時間の通算や医師の休息時間確保、長時間労働の

医師に対する面接指導の実施に係る協力体制の整備（副業・兼業を行う医師が
いる場合）

（ウ）研修等によって労働時間管理の理解を深める取組の実施

イ医師の労働時間の実態把握を行うこと。

左記「成果目標」の達成状況に応じて、左記「助成対象となる取組」の実施に要し
た経費の一部を助成します。

（※6）常時使用する労働者数が30人以下かつ、支給対象の取組で⑥から⑦を実施する場合
で、その所要額が30万円を超える場合は、補助率4/5。

▶ 助成上限額と助成額

選択した左記「成果目標」に設定された、下記1から5までの助成上限額
に、下記6の上限額への加算額を合計した金額上限額

上限額又は対象経費の合計額に補助率3/4（※6）を乗じた額のいずれか
低い金額を助成します。助成額

勤務間インターバルを新規導入した場合の上限額は、休息時間数に応じて、下記
の表のとおりとなります。

（※8） 事業実施計画で指定した事業場に導入する勤務間インターバルの休息時間数のうち、
最も短いものを指します。

（※9） 勤務間インターバルを適用する労働者の範囲の拡大、勤務間インターバルの時間延長
の場合は、上記の表の1/2が上限額となります。

（※10）B水準、連携B水準、C-1水準、C-2水準の医師については、10時間以上の休息時間数
とする必要があります。

（※7）成果目標❶を令和6年度に選択して支給を受けた事業主の場合、さらに下の区分に設
定時間数を縮減した場合の上限額は100万円。（更なる削減を目標とした上で、設定時
間数を同一区分内に維持等した場合の助成上限額は一律25万円）

2．成果目標❷の上限額：25万円
3．成果目標❸の上限額：25万円
4．成果目標❹の上限額

常時使用する労働者数が30人を超える場合は、達成した成果目標の助成上限額
に、下記の表の上限額が加算されます（※5、11、12）。

（※11）常時使用する労働者数が30人以下の場合は、達成した成果目標の助成上限額に、上
記の表の2倍の上限額が加算されます。

（※12）賃上げ額そのものを助成するものではありません。

5．成果目標❺の上限額：50万円
6．成果目標「賃金の引上げ」の上限額の加算

事業実施後に設定する時間外
労働と休日労働の合計時間数

現に有効な36協定にお
いて、時間外労働と休日
労働の合計時間数を月
80時間を超えて設定し
ている事業場

現に有効な36協定にお
いて、時間外労働と休日
労働の合計時間数を月
60時間を超えて設定し
ている事業場

時間外労働と休日労働の合計
時間数を月60時間以下に設定

事業実施前の設定時間数

250万円 200万円

時間外労働と休日労働の合計
時間数を月60時間を超え、月
80時間以下に設定

150万円 ―

1． 成果目標❶の上限額（※7）

24万円

6万円

48万円

12万円

80万円

20万円 1人当たり2万円（上限60万円）

1人当たり8万円（上限240万円）

3％以上引上げ

1～３人 4～6人 7～10人 11人～30人引上げ人数

5％以上引上げ

36万円 72万円 120万円 1人当たり12万円（上限360万円）7％以上引上げ

休息時間数（※8） 1企業当たりの上限額（※9）

9時間以上10時間未満（※10） 120万円

10時間以上11時間未満 150万円

11時間以上 170万円
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医療機関を対象とした勤務環境改善に関する研修会等を開催します。

勤務環境改善に関する研修会等の実施勤務環境改善推進員および社会保険労務士等のアドバイザー
を直接、医療機関へ派遣し、現状の勤務環境の把握、勤務環境
改善に関する相談・支援を行っています。
病院訪問：2病院

医療機関への病院訪問

「京都いきいき働く医療機関認定制度」を推進し、医療機関へ勤
務環境改善マネジメントシステムの導入の促進を図ります。

医療機関の勤務環境に係る実態把握
随時医業経営や労務管理のアドバイザーが医療機関からの勤務環境改善に関する相談、照
会等に対応すると共に、ニーズに応じて医療機関に勤務環境改善推進員、社会保険労務士
等のアドバイザーを派遣し、勤務環境改善のための取組みの支援を行っています。

勤務環境改善に取組む医療機関への個別支援・相談対応等

月
の
活
動
内
容

●今後のスケジュール

※お申し込み方法 京都私立病院協会ホームページ（https://www.khosp.or.jp/）の「研修会・イベント申込」からお申し込みください。定員に達し次第、締め切りますので、お早目にお申し込みください。

医療勤務環境改善研修会「病院勤務における労働時間に関わる課題について」

7月28日（月）午後3時～午後4時20分
京都経済センター
「病院勤務における労働時間に関わる課題について」

日　時 ：
場　所 ：
テーマ ：

山中 広嗣 氏（京都労働局 労働基準部 監督課 主任監察監督官）
病院理事長・院長・事務長・看護部長をはじめ各部門の管理者等
会場72名

講　師 ：
対　象 ：
定　員 ：

　勤務環境改善に取組むことの意思表明が「宣言」です。様式1「いきいき働く医療機関宣言書」に必要事項を記載の上、本センターにお送りください。宣言後
は、当センターのホームページ、センターニュース等で公表いたします。宣言書は随時受付中です。未宣言の病院は、まずは宣言書をセンターに提出しましよう。

～宣言から基本認定取得まで～

● 宣言は、病院の理事長・院長等の経営トップがトップダウンで行ってください。
● 宣言と同時に、経営トップ主導で課題に取組むチームを発足し、院内で本制度や宣言の周知を行ってください。なお、チームの編
成は、既存の院内の委員会を活用することもできます。

※支援メニューとして、当センターの勤務環境改善推進員・社会保険労務士が随時の相談対応・助言を行います。基本認定取得に向けて、「院内での進め方が分からない。」「項目の具体的な取組
み方法が分からない」等のご不明な点がありましたら、支援及び助言いたしますので、是非ご活用ください。
※各種様式は、京都府医療勤務環境改善支援センターのホームぺージより（京都私立病院協会内：https://www.khosp.or.jp/）よりダウンロードできますので、是非、ご活用ください。

令和7年度「働き方改革推進支援助成金｣
業種別課題対応コース（病院等）のご案内

このコースは、生産性を向上させ、労働時間の削減や医師の働き方改革の推進等に向けた環境整備に取組む、医業に従事する医師を雇用する
中小企業事業主の皆さまを支援します。ぜひご活用ください。

ご利用の
流れ

「交付申請書」を、最寄りの労働局
雇用環境・均等部（室）に提出（締
切：11月28日（金））

交付決定後、提出した計画に沿っ
て取組を実施（事業実施は、令和
8年1月30日（金）まで）

労働局に支給申請（申請期限は、事業実施予定期間
が終了した日から起算して30日後の日または令和8
年2月6日（金）のいずれか早い日となります。）

（注意）本助成金は国の予算額に制約されるため、11月28日以前に、予告なく受付を締め切る場合があります。

※ご不明な点等ございましたら、京都労働局雇用環境・均等室にお尋ねください。

STEP1 いきいき働く医療機関宣言 ～院内で勤務環境改善に取組むことを宣言しましょう～

　宣言に続いて、基本認定取得に向けての準備を進めます。基本認定を取得するためには、様式2－1「基本認定50項目チェックリスト（兼基本認定
申請書）」の基本認定50項目の基準を達成する必要があります。

● 各基本項目について実施しているか否かのチェックをチームで行います。
● 実施していない項目がある場合は、取組みの優先順位を決めて記載します。
● 優先順位の高い項目から、様式3「目標設定・評価シート」を活用（1つの項目につき1枚）して目標設定を行い、PDCAサイクルで
取組みを進めてください。

STEP2 基本認定取得を目指して取組みましょう

● 基本認定の基準をすべて満たしたと判断できれば、様式2－1「基本認定50項目チェックリスト（兼基本認定申請書）」のすべての項目の実施内容
欄に、実施していると判断した具体的根拠をすべて記載の上、当センターへ認定申請を行ってください。

● 当センターで認定申請書を受理したのち、内容の確認のため、本センターの勤務環境改善推進員・社会保険労務士が直接、病院にお伺いし申請
内容の確認を行います。

STEP3 京都府医療勤務環境改善支援センターへの認定申請・実施確認

　申請内容の確認後、上記の実施確認後、京都いきいき働く認定委員会で協議の上、認定基準を満たした病院は「いきいき働く医療機関認定病
院」として当センターが認定します。認定後は当センターのセンターニュース、ホームページで認定施設を紹介するなど、センター事業の中で積極的
に公表してまいります。

STEP4 「いきいき働く認定医療機関」へ認定

❶ 勤務環境改善の取組が活性化・定着し、人材の確保・定着、医療の質の向上、患者満足度の向上、経営安定化につながります。　　　
❷ 勤務環境の向上に努める医療機関として、当センターが積極的に公表、広報し、医療機関のイメージ知名度が上がります。 
❸ 院内ホームページや機関誌に認定マークを掲載することにより、採用活動や広報活動等において自院をアピールできます。
❹ 現任職員が認定医療機関であることを誇りに持ち、人材定着のモチベーションアップにつながります。

認定取得のメリット

参加費
無料


